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㈲ＭＭ製作所
自動車内外装用品製造

住所／阿賀町細越236番地
TEL0254(99)2841 FAX(99)2862

小 野 里 建 築
小野里　勝　敏

阿賀野市六野瀬13 3 1
TEL 0250-68-4699

新築・増改築等のご相談承ります。
お気軽にお申し付け下さい。

FUJITA・YOKOGOSHI

〠950-0208 新潟市江南区横越中央2-10-8
TEL 025-385-1177

代表　藤田　正明

新築・リフォーム
土木工事・外構工事・解体工事等

ご相談承ります。お気軽にお申し付け下さい。

株式会社 新栄建設
阿賀町谷沢1040番地 TEL0254-99-2618

安心を包み　生活を彩る

阿 賀 野 市 小 松 576
TEL 0250-68-4535

阿賀グリーン
〒959-4605 阿賀町細越665－1
　　　　　TEL(0254)99-2725
　　　　　FAX(0254)99-3557

有限会社

総合造園・緑化工事・施行

一般土木・芝維持管理

渡 辺 建 設
〒959-2217 新潟県阿賀野市新保201番地
TEL(0250)68-1050　FAX(0250)68-5366

株式会社

ひとと人をつなぐ総合建設業

さけ放流状況

編集
後記

～東蒲原とともに 創業七十五年～

株式会社

総合建設業

三川土建
〒959-4606
新 潟 県 東 蒲 原 郡 阿 賀 町 五 十 沢 4023
TEL0254-99-3584　FAX0254-99-3822

㈲ 太 陽 自 動 車
お 車 の こ と な ら

〒959-2221

新潟県阿賀野市保田907

各種自動車販売・整備・板金・塗装
建 設 機 械 修 理 ・ 定 期 点 検

TEL0250-68-3930 FAX0250-68-3931

㈱ 遠 清 商 事
信頼　研鑚　感動信頼　研鑚　感動信頼　研鑚　感動

本　社

新潟営業所

〒959-2221 新潟県阿賀野市保田908
TEL(0250)68-2744  FAX(0250)68-3923
〒950-0141 新潟市江南区亀田工業団地2丁目2528-39-2
TEL(025)385-9188

建設業許可（特-25）第12146号
建設業許可（般-25）第12146号
新潟県運輸局新自貸第83号

産廃収集運搬業 1501033134
産 廃 処 分 業 1521033134

地域と共に
　　　誠心誠意

閑
話
休
題

齋藤左官工業

〒959-2221 新潟県阿賀野市保田4878-11

TEL(0250)68-3166 FAX(0250)68-5020

株式会社

左官工事・タイル工事

代表取締役 齋 藤　正 人

令和６年度第五種放流計画及び実績【アユ】

放流月日
R6.5.22
R6.5.23
R6.5.22
R6.5.23
R6.5.23
R6.5.23
R6.5.23
R6.5.23
R6.5.23
R6.5.23

放　流　場　所
阿賀町新谷、金山橋、新谷橋、古館橋、細越橋、名知阿美橋、
五十沢橋　※山形産アユ90㎏
阿賀町綱木　下綱木大橋、古岐橋　※山形産アユ63㎏
阿賀町上島　上島橋
阿賀町谷沢　尻羽沢橋
阿賀町五十島　耕地橋上流
阿賀町津川、白崎、五十島地先、阿賀野市小浮地先、五泉市笹堀地先
五泉市小面谷　中川原橋、松野橋、新水橋
五泉市暮坪　堰堤の上、春水橋上流
五泉市夏針　観測所

河川名 放流量

※他に繁殖放流分　いわな1,000尾、やまめ1,000尾

新 谷 川

綱 木 川
中ノ沢川
谷 沢 川
五十母川
阿賀野川
早 出 川
杉 川
仙 見 川
合 計

335

63
30
40
40

115
120
70
40

853

㎏

㎏
㎏
㎏
㎏
㎏
㎏
㎏
㎏
㎏

お と り 店
販　売　店 住　所 電話番号

鮎久（五十嵐おとり）

岩谷ふ化場（８月から）

長 谷 川 お と り

阿 賀 町 細 越

阿 賀 町 岩 谷

阿賀町広谷甲

090-1533-9666

0254-99-1031

090-8007-0429

魚  種 義務・自主放流量 放流月日

R6.7.9

R6.4.18

R6.7.16

R6.10上旬

R6.11上旬

R6.8.4

い わ な

や ま め

か じ か

もくずがに

ま ぶ な

にじます

尾

尾

尾

kg

kg

kg

7,965

8,680

1,540

35

63

100

河川名 放流尾数 放流場所 放流月日

153,395

23,765

10,480

77,696

26,450

10,460

253,046

555,292

尾

尾

尾

尾

尾

尾

尾

尾

阿賀野市新保地先、五泉市笹堀地先

阿賀町細越（細越橋下流）

阿賀町五十島地先

五泉市川瀬（太川橋上流）

阿賀野市百津地区（百津橋上流）

阿賀野市沢田地内（南耕大橋下流）

新潟市秋葉区七日町（満願寺閘門下流）

R6.2.20、3.4

R6.2.20 

R6.3.4 

R6.2.20 

R6.3.24 

R6.3.4 

R6.2.17、3.4

阿賀野川

新 谷 川

五十母川

早 出 川

安 野 川

都辺田川

小阿賀野川

合 計

遊漁証販売はこちらで
販　売　店 住　所 電話番号

025-377-1008

025-241-5765

025-243-0232

0250-22-0960

025-271-6776

0254-27-2639

0250-58-6815

0250-42-5471

0250-43-6718

0250-43-1530

0250-62-2717

0250-68-5588

0254-92-7312

0254-99-2620

0254-94-1177

0254-94-5955

050-8884-3760

0242-83-2713

0242-22-0028

0242-29-2153

本間釣具店　黒崎店

上 州 屋 　 新 潟 店

風 間 釣 具 店

高 橋 釣 具 店

ト ビ ヌ ケ 新 潟 店

鈴 木 釣 具 店

藤 井 釣 漁 具 店

せ い の 屋

セブンイレブン五泉論瀬店

セブンイレブン五泉船越店

関 口 釣 具 店

セブンイレブン阿賀野保田店

セブンイレブン阿賀三川店

ヤマザキショップみかわ中嶋店

セブンイレブン下越津川店

ファミリーマート津川平堀店

Fising hut（フイッシングハット）

山 内 釣 具 店

物 井 釣 具 店

上州屋キャンベル会津若松店

新潟市西区山田

新潟市中央区

新潟市中央区

新潟市秋葉区

新 潟 市 東 区

聖 籠 町 蓮 野

五 泉 市 村 松

五 泉 市 論 瀬

五 泉 市 論 瀬

五 泉 市 船 越

阿賀野市北本町

阿賀野市保田

阿 賀 町 石 間

阿 賀 町 白 崎

阿 賀 町 津 川

阿 賀 町 津 川

阿 賀 町 津 川

福島県会津坂下町

福島県会津若松市

福島県会津若松市

　組合員初め関係各位のご協力により、年１度の広報「鱗

河第 18 号」を発刊することが出来ました。県北部を東西

に流れ、農、工、漁、ほか多大な富を齎（もたら）す清

流阿賀野川 !!　自然的な大災害無き事を祈りつつ、皆さんと共に

大切に守り続けましょう。　　　　　　（広報委員長　林野　昇）

阿賀野川砂利採取販売協同組合
代表理事　清　野　耕　治

〒956-0815
新潟市秋葉区新金沢町２１２４番地６
　　TEL　０２５０－２２－１９８５
　　FAX　０２５０－２２－１９７５

製造・販売元 HOKUETSU
北越産業株式会社
〒959-2221 新潟県阿賀野市保田4612-1　TEL0250-68-2423/FAX0250-68-2512
ホームページ公開中 ▶▶  http://hokuetsuline.jp/

ご協賛ありがとうございました。御社のご繁栄をお祈り致します。（阿賀漁協役員一同）

【内訳】組合義務放流425㎏、（内山形産アユ153㎏）、組合自主放流428㎏（中間育成700㎏）
※新谷川（内、三川地区自主放流分70㎏、阿賀町助成分113㎏）　※早出川（内、川内地区自主放流分27㎏）
※他に繁殖放流分60㎏、東蒲原郡漁協放流分（常浪川720㎏）

　
組
合
員
の
減
少
、
高
齢
化
に
よ
る
後
継
者
不
足
な
ど
、
県
内
の
内
水
面
漁
協
を
取
り
巻
く
環
境
は
近
年
に

お
い
て
最
悪
と
言
え
る
。

　
し
か
し
、
組
合
に
緊
迫
し
た
危
機
感
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
組
合
の
役
員
が
、
一
般
の
会
社
と
違
っ

て
運
営
に
絶
対
的
な
責
任
を
負
っ
て
い
な
い
こ
と
に
あ
る
と
思
う
。
こ
の
認
識
の
改
革
も
急
務
だ
が
、
直
接

的
組
合
運
営
を
圧
迫
し
て
い
る
の
は
、
間
違
い
な
く
増
殖
事
業
（
義
務
放
流
等
）
で
あ
る
。

　
こ
の
増
殖
シ
ス
テ
ム
を
製
造
業
に
倣
っ
て
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
化
（
製
造
か
ら
販
売
ま
で
の
一
連
の
流

れ
）
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。
稚
魚
を
生
産
す
る
組
合
を
数
カ
所
に
限
定
し
、
そ
こ
か
ら
各
組
合
は
稚
魚
を
調

達
し
て
放
流
す
る
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
空
い
た
飼
育
池
を
活
用
し
て
、
ブ
ラ
ン
ド
種
な
ど
義
務
放

流
魚
以
外
の
魚
種
を
生
産
し
て
販
売
す
る
ほ
か
、
加
工
品
な
ど
の
開
発
も
行
え
ば
雇
用
の
促
進
も
図
ら
れ
る

だ
ろ
う
。

　
縮
小
し
て
い
く
組
合
同
士
が
、
一
つ
の
チ
ェ
ー
ン
に
結
ば
れ
れ
ば
大
き
な
力
と
な
る
。
こ
の
こ
と
の
実
現

に
は
、
新
た
な
ル
ー
ル
の
制
定
な
ど
幾
つ
か
の
ハ
ー
ド
ル
は
あ
る
が
、
県
内
水
面
連
合
会
が
先
頭
に
立
っ
て

取
り
組
め
ば
実
現
は
可
能
で
あ
る
。

　
個
々
で
あ
っ
た
組
合
同
士
が
、
こ
の
仕
組
み
を
構
築
で
き
れ
ば
、
い
ろ
ん
な
分
野
に
対
応
で
き
内
水
面
漁

業
組
合
の
新
た
な
時
代
を
築
く
こ
と
が
出
来
る
と
思
う
が
。

　
座
し
て
死
を
待
つ
は
、
愚
か
者
の
結
論
。
み
ん
な
で
次
の
時
代
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
、
具
現
的
発
想

を
持
ち
寄
り
た
い
。 

（
寄
稿
・
村
山
理
事
）

内
水
面
漁
業
、
衰
退
を
逆
手
に
取
っ
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で

第
六
十
五
事
業
年
度
通
常
総
代
会
全
議
案
異
議
な
く

承
認
も
、遊
漁
券
販
売
不
振
等
で
若
干
の
マ
イ
ナ
ス
を
計
上
　

役
員
改
選
、
理
事
・
監
事
と
も
無
投
票
で
当
選

ひ
っ
迫
す
る
財
政
対
応
、
組
合
費
の
変
更
を
議
論

五
年
度
サ
ケ
放
流
量
や
や
改
善
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
操
業
者
の
減
少
が
課
題

新
役
員
抱
負
を
語
る

アユの放流　杉川（R6.5.23）

サケの放流　小阿賀野川
新潟市阿賀小学校４年生と（R6.3.4）

サケの放流　早出川　五泉市内
佐藤石材下（R6.2.20）

風情あふれる情景

阿賀今昔物語

“水運華やか往時偲ぶ”

　明治・大正・昭和初期と、物

流の中心は水運であった。

　上流は、只見源流域から津

川湊、新潟材木問屋へと、筏が

果たした役割は計り知れない。

　昭和38年楊川ダムの供用開

始によりその役目終えた。

（写真の位置は定かではない

が、旧三川村地内と思われる）

“大河滔 と々流れる”

　旧三川村の石間地区に、県下第二位の大銀杏が鎮座する。筏下りの

是非は、この銀杏の葉の揺れ具合で判断したと言われる。

（写真は、咲花

温泉対岸の、小

松地区と石間地

区に係る通称「賽

の神峠」付近と

思われる。）

穏やか

筏ながし風景

写真は洪水により平坦になってしまったメイン釣場。再開には、この河川整備と関係漁協の同意がいる。
再開にはまだまだ幾つもの超えるハードルがあるが、諦めないぞ !!

再開が待たれるキャニオンパーク新谷再開が待たれるキャニオンパーク新谷

　阿賀野川漁業協同組合の2023年度末組合員数は648人で10年前に比べ300

人以上も減少しています。この為、組合運営の重要な財源である賦課金収

入もこの10年間で200万円以上減少しており、組合員数の確保と財政の立て

直しが喫緊の課題となっています。

　例に捉われない大胆な取組みを執行部と組合員の皆様とで協働して行く

ことが不可欠であり、漁協の活動を通じて魅力ある阿賀野川水系の恵みを

次世代に繋げて行くことが大切と考えます。

（監事　古石　久志）

国
へ
の
要
望

•

河
川
工
事
を
行
う
際
に
は
、

地
域
住
民
が
川
と
係
わ
り

を
持
っ
て
生
活
を
し
て
い

る
の
で
、
自
然
再
生
や
環

境
整
備
を
配
慮
し
た
工
事

•

安
田
橋
上
流
の
「
渡
場
床

固
め
」
に
魚
道
の
流
量
確

保
に
よ
り
遡
上
が
容
易
に

な
る
よ
う
、
近
代
的
魚
道

の
設
置

•

阿
賀
野
川
の
中
州
に
あ
る

樹
木
が
カ
ワ
ウ
の
棲
み
か

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
引

き
続
き
伐
採
等
の
整
備

新
潟
県
へ
の
要
望

•

早
出
川
ダ
ム
の
夏
期
の
適

正
な
貯
水
量
確
保
と
生
態

系
が
保
持
で
き
る
流
量
の

放
水

•

河
川
工
事
に
お
い
て
、
大

石
を
残
す
な
ど
、
魚
に
や

さ
し
い
環
境
の
整
備

•

農
業
、
集
落
排
水
の
汚
濁

水
流
入
防
止
と
引
き
続
き

処
理
移
設
の
普
及

•

農
業
用
頭
首
工
の
魚
道
整

備
改
善
（
杉
川
、
仙
見
川

は
サ
ク
ラ
マ
ス
の
天
然
遡

上
が
あ
る
た
め
、
頭
首
工

改
修
工
事
の
際
、
魚
道
の

設
置
）

•

安
野
川
の
護
岸
工
事
に
よ

る
川
辺
へ
の
降
り
口
の
設

置

•

新
谷
川
の
砂
防
堰
堤
の
大

量
堆
積
土
砂
の
撤
去

•

共
同
漁
業
権
水
域
に
お
け

る
各
単
協
の
地
先
（
地

区
）
と
所
管
工
事
区
域
の

工
事
許
可
に
係
る
早
急
な

対
応
と
基
本
的
対
策
の
徹

底 河
川
懇
談
会
要
望

＊
令
和
六
年
度
＊

　当組合では、新しい内水面漁業へ転換するため、人材の確保に取り

組んでいます。密漁監視、稚魚放流ボランティア等を募集しています。

連絡先　阿賀野川漁業組合　☎0254-99-1031　℻0254-99-1035

財政の立て直しを急げ
ちょっと

言わせて

組合員・ボランティア活動員募集！

" 一昨年８月の豪雨による被害状況を視察する組合役員面々 "

元気なアユ



鱗　　　　　　河 第１８号（3） 鱗　　　　　　河 （2）第１８号

令和６年度収支予算の概要（前年度対比　2,260千円増）

（単位：千円）

（単位：千円）

組合員693人×7,000円

さけ特別賦課金・増殖協力金

やな、釣堀、小阿賀野川増殖負担金

申請手数料等

カワウ・外来魚駆除対策費、阿賀町補助金等

漁業補償金

新潟県買上、県内水面漁連買上

鮭塩引き、イクラ等

雑収入、預金利子

賦 課 金

特 別 賦 課 金

受 入 行 使 料

受 入 手 数 料

受 入 補 助 金

指導事業雑収益

教育情報資金繰入

稚魚代（さけ・あゆ等）

販売事業（販売・手数料）

雑収益・協力金

合 　 　 計

4,851

2,254

54

126

1,308

8,221

29

2,852

74

756

20,525

人 件 費

旅 費 交 通 費

事 務 費

業 務 費

諸 税 負 担 金

支 払 賦 課 金

小阿賀野川増殖負担金

遊漁券協議会経費負担金

施 設 費

減 価 償 却 費

雑 費

加工事業直接費

繁 殖 保 護 費

事 業 外 費 用

法 人 税 等

予備費、その他

合　　計

6,443

753

867

779

13

368

70

1,159

704

199

414

14

5,964

3,413

180

0

21,340

役員報酬、職員、臨時職員給料等

総代会、役員会、監査会、部会、研修会議等

事務消耗品費、電話通信費、リース料等

総代会議案書、広報鱗河印刷費、連絡員手当等

収入印紙、河川占用料等

公租公課、県内水面漁連賦課金

信濃川漁業協同組合入漁料

阿賀野川水系遊漁券協議会経費負担金

光熱費、施設管理費、自動車保険、整備費等

事務所、ウライ施設、岩谷ふ化場、養魚池

岩谷施設資材費、事業に係る付帯経費等

塩代、加工労務費

監視員手当、外来魚、カワウ駆除経費、稚魚代金

アユ中間育成、サケ・サクラマス飼育経費、卵代等

漁業補償金地区返還金他

法人税

事業繰出金他

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

賦 課 金

特 別 賦 課 金

受入行使料等

受 入 手 数 料

受 入 補 助 金

指導事業雑収益

稚魚代（さけ・あゆ等）

販売事業（販売・手数料）

雑収益・その他

協 力 金

合 計

4,585

3,146

54

132

1,433

10,000

3,077

800

601

57

23,885

組合員655人×7,000円

さけ・さくらます特別賦課金・増殖協力金

やな、小阿賀野川増殖負担金

申請手数料等

カワウ・外来魚駆除対策費、阿賀町補助金等

漁業補償金

新潟県買上、水振協買上、県内水面漁連買上

生鮭、鮭加工品、イクラ、モクズガニ等

雑収入、預金利子

鮭鱒増殖事業協力金・日本海増殖協力金

人 件 費

旅 費 交 通 費

事 務 費

業 務 費

諸 税 負 担 金

支 払 賦 課 金

小阿賀野川増殖負担金

遊漁券協議会経費負担金

施 設 費

減 価 償 却 費

雑 費

加工事業直接費

繁 殖 保 護 費

事 業 外 費 用

法 人 税

予備費、その他

合 計

6,707

803

919

631

17

352

70

1,750

895

148

300

120

6,919

4,051

180

23

23,885

役員報酬、職員、臨時職員給料等

総代会、役員会、監査会、部会、研修会議等

事務消耗品費、電話通信費、リース料等

総代会議案書、広報鱗河印刷費、連絡員手当等

収入印紙・河川占用料・自動車税等

新潟県内水面漁連賦課金

信濃川漁業協同組合入漁料

阿賀野川水系遊漁券協議会経費負担金

光熱費、修繕費、車両経費、施設管理費等

事務所、ウライ施設、岩谷ふ化場、養魚池

岩谷施設資材費、事業に係る付帯経費等

加工用材料費、加工労務費他

監視員手当、外来魚、カワウ駆除経費、稚魚代金

アユ中間育成、サケ・サクラマス飼育経費、卵代等

漁業補償金地区返還金

法人税

事業繰出金他

【収入】 【支出】

【収入】 【支出】

◆予算との比較

科　　目 科　　目金　額 金　額摘　　　　要

科　　目 金　額 摘　　　　要 科　　目 金　額 摘　　　　要

摘　　　　要

収入　賦課金21千円増、特別賦課金132千円減、漁業補償金379千円減

　　　雑収益98千円増

支出　人件費72千円減、旅費交通費24千円減、事務費2千円増、業務費22千円減

　　　施設費64千円減、繁殖保護費258千円増、事業外費用183千円減

通常総代会開催される

令和５年度収支決算の概要（825千円の赤字）

支出　遊漁券協議会経費負担金　1,750千円増（阿賀野川漁協会員　648名×2,700円）
　　　（当組合の第五種義務放流分の稚魚代に充てるものとして一人当たり2,700円を

　　　　阿賀野川水系遊漁券協議会へ納入）

　総代総数97名の内、本人出席69名、委任状10名、（内代理２名）書面議決３名で、

９議案を審議し、全て承認された。

　任期満了に伴う役員選挙は無投票当選となりました。

通常総代会開催される
令和６年６月23日（日）　五泉市福祉会館

第 65 事 業 年 度
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　二

総代会全景

　
こ
の
度
の
改
選
に
よ
り
、
組
合
長
の
重
責
を
引

き
続
き
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
阿
賀
野
川
の
み
な
ら
ず
、
全
国
の
内
水
面
漁
協

は
過
去
に
例
の
な
い
厳
し
い
時
代
を
む
か
え
て
い

ま
す
。
特
に
、
上
流
域
の
組
合
の
疲
弊
は
予
断
許

さ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
状
況
下

の
中
で
、
ど
う
あ
れ
ば
生
き
残
れ
る
の
か
、
具
体

的
な
具
現
性
の
あ
る
取
組
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

　
皆
様
組
合
員
の
知
恵
お
借
り
し
て
、
全
力
で
こ

の
窮
地
乗
り
切
り
た
い
と
決
意
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
更
な
る
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
、
心
よ
り
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
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こ
の
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総
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部
長
に
任
命
さ
れ

ま
し
た
遠
山
で
す
。
阿
賀
野
川
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流
、
支
流
の
河
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工
事
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び
砂
利
採
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等
の
同
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に
係
る
河
川
パ
ト
ロ
ー
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を
実
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し
、
工
事
が
適
正
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行
わ
れ
る
よ
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監
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し
て
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き
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と

思
い
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す
の
で
、
よ
ろ
し
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お
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い
た
し
ま
す
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此
度
、
事
業
部
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
、
阿
賀
野
川
漁

協
の
増
殖
事
業
は
様
々
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
組
合
員
の
皆

様
の
知
恵
や
意
見
、
協
力
を
頂
き
な
が
ら
取
組
み
、
一
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で

も
多
く
の
増
殖
放
流
に
取
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組
み
た
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と
思
い
ま
す
の
で
、

宜
し
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お
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し
ま
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組
合
員
の
皆
様
よ
り
ご
意
見
、
情
報
、
行
事
等
を
盛
り
込

ん
で
年
間
一
度
発
刊
す
る
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通
じ
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、
よ
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正
確
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情
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を
お
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え
出
来
ま
す
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、
日
々
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思
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ま
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で
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ろ
し
く
お
願
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た
し
ま
す
。
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※
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・
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習
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※
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発
行
に
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料
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他

◆
今
年
度
、
よ
り
複
雑
化
す
る
組
合
運
営
に
対
応
す
る
た
め
組

織
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　令和６年度第１回理事会において、「組合費の変更」について協

議されました。ここ数年の組合員の激減や遊漁券販売の不振。更に

補助金カットなど赤字を計上する状況となっていることから、財政

対応について協議しました。

　直近３か年の平均値は、実質110万円ほどの赤字となっており、

今後も厳しい状況が続くことから、７年度より３千円ほどの増額が

必要との結論に達しましたが、「段階的増額するのか、一気に増額

するのか」で理事会の中でもいろんな意見が出ました。今後、新役

員会でも早急に取りまとめ皆様にお諮りしたいと考えております。

　地区の皆様からもご意見を戴きたいと考えておりますので、宜し

くお願いいたします。

　笹堀地区の阿賀野川低水護岸付近に中州があります。川東地区

の主峰菅名岳の伏流水が笹堀地区の阿賀野川に清水として湧いて

いたので、その昔、村松藩のお種川と言われ、鮭の産卵場所とし

て人々の生活に密着した重要な場所でした。

　現在においても笹堀地区の組合で魚道の維持管理、稚魚の放流

を行っております。

　しかし、近年の水害により、中州の上流部が土砂の堆積により

遮断され、中州全体においても土砂の堆積、流木等があり、魚の

移動・遡上時の阻害の要因となっています。この場所は子どもた

ちに自然産卵や稚魚放流等の自然体験を学習する等も行ってお

り、自然の大切さを学ぶ重要な役割を果たしています。

（笹堀地区　代表　石塚　新一）

　令和６年１月に阿賀野川流域４単協共同漁業権の免許更新が行わ

れました。（10年毎）

 大方は、前期同様の更新内容となりましたが、新たに、「新谷川

に友釣り専用区」を設けることになりました。他に遊漁券料金の変

更や女性等への恩典などについて提案いたしましたが理解が得られ

ませんでした。

　共同漁業権とは、一つの漁業権を関係漁協がそれぞれ分割して使

用しているもので、いかなる事業計画も４単協の同意がないと履行

できません。現在中止しているサーモンフイッシングや新谷フイッ

シングパークの中断も河川流域が広範囲にわたり、下流と上流の利

害の一致がなかなか得られないのが主な原因となっています。

　令和６年３月24日（日）阿賀野市百津地区の安野川で地元組合

と百津地区子ども会、安野川地区安全推進協議会の工事関係者で

サケの稚魚約26,000尾を放流しました。また４年後大きくなって

戻って来いよ～！

　新谷川の濁りがまだまだ残る中、故郷を

忘れず遡上し無事産卵を終えたサクラマ

ス。ウライ実績はメス20匹、オス５匹。３

年間の禁漁を終えふ化事業については、ヤ

マメに頼らず遡上したサクラマスのオスに

よる孵化の促進に努めたいと思います。

（事業部長　阿部　信裕）

わ～い、元気に育ってね！

サクラマス調査報告ついて

～安野川サケ稚魚放流～
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笹堀地区の取組について 財政維持に組合費の変更を協議（総務部より）

共同漁業権更新と抱える課題

子ども達の健全な成長に情操教育は不可欠!!
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令和６年度収支予算の概要（前年度対比　2,260千円増）

（単位：千円）

（単位：千円）

組合員693人×7,000円

さけ特別賦課金・増殖協力金

やな、釣堀、小阿賀野川増殖負担金

申請手数料等

カワウ・外来魚駆除対策費、阿賀町補助金等

漁業補償金

新潟県買上、県内水面漁連買上

鮭塩引き、イクラ等

雑収入、預金利子

賦 課 金

特 別 賦 課 金

受 入 行 使 料

受 入 手 数 料

受 入 補 助 金

指導事業雑収益

教育情報資金繰入

稚魚代（さけ・あゆ等）

販売事業（販売・手数料）

雑収益・協力金

合 　 　 計

4,851

2,254
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126
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8,221
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2,852

74

756

20,525

人 件 費

旅 費 交 通 費

事 務 費

業 務 費

諸 税 負 担 金

支 払 賦 課 金

小阿賀野川増殖負担金

遊漁券協議会経費負担金

施 設 費

減 価 償 却 費

雑 費

加工事業直接費

繁 殖 保 護 費

事 業 外 費 用

法 人 税 等

予備費、その他

合　　計

6,443

753

867

779

13

368

70

1,159

704
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414
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5,964

3,413

180

0
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役員報酬、職員、臨時職員給料等

総代会、役員会、監査会、部会、研修会議等

事務消耗品費、電話通信費、リース料等

総代会議案書、広報鱗河印刷費、連絡員手当等

収入印紙、河川占用料等

公租公課、県内水面漁連賦課金

信濃川漁業協同組合入漁料

阿賀野川水系遊漁券協議会経費負担金

光熱費、施設管理費、自動車保険、整備費等

事務所、ウライ施設、岩谷ふ化場、養魚池

岩谷施設資材費、事業に係る付帯経費等

塩代、加工労務費

監視員手当、外来魚、カワウ駆除経費、稚魚代金

アユ中間育成、サケ・サクラマス飼育経費、卵代等

漁業補償金地区返還金他

法人税

事業繰出金他

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

賦 課 金

特 別 賦 課 金

受入行使料等

受 入 手 数 料

受 入 補 助 金

指導事業雑収益

稚魚代（さけ・あゆ等）

販売事業（販売・手数料）

雑収益・その他

協 力 金

合 計

4,585

3,146

54

132

1,433

10,000

3,077

800

601

57

23,885

組合員655人×7,000円

さけ・さくらます特別賦課金・増殖協力金

やな、小阿賀野川増殖負担金

申請手数料等

カワウ・外来魚駆除対策費、阿賀町補助金等

漁業補償金

新潟県買上、水振協買上、県内水面漁連買上

生鮭、鮭加工品、イクラ、モクズガニ等

雑収入、預金利子

鮭鱒増殖事業協力金・日本海増殖協力金

人 件 費

旅 費 交 通 費

事 務 費

業 務 費

諸 税 負 担 金

支 払 賦 課 金

小阿賀野川増殖負担金

遊漁券協議会経費負担金

施 設 費

減 価 償 却 費

雑 費

加工事業直接費

繁 殖 保 護 費

事 業 外 費 用

法 人 税

予備費、その他

合 計

6,707

803

919

631

17

352

70

1,750

895

148

300

120

6,919

4,051

180

23

23,885

役員報酬、職員、臨時職員給料等

総代会、役員会、監査会、部会、研修会議等

事務消耗品費、電話通信費、リース料等

総代会議案書、広報鱗河印刷費、連絡員手当等

収入印紙・河川占用料・自動車税等

新潟県内水面漁連賦課金

信濃川漁業協同組合入漁料

阿賀野川水系遊漁券協議会経費負担金

光熱費、修繕費、車両経費、施設管理費等

事務所、ウライ施設、岩谷ふ化場、養魚池

岩谷施設資材費、事業に係る付帯経費等

加工用材料費、加工労務費他

監視員手当、外来魚、カワウ駆除経費、稚魚代金

アユ中間育成、サケ・サクラマス飼育経費、卵代等

漁業補償金地区返還金

法人税

事業繰出金他

【収入】 【支出】

【収入】 【支出】

◆予算との比較

科　　目 科　　目金　額 金　額摘　　　　要

科　　目 金　額 摘　　　　要 科　　目 金　額 摘　　　　要

摘　　　　要

収入　賦課金21千円増、特別賦課金132千円減、漁業補償金379千円減

　　　雑収益98千円増

支出　人件費72千円減、旅費交通費24千円減、事務費2千円増、業務費22千円減

　　　施設費64千円減、繁殖保護費258千円増、事業外費用183千円減

通常総代会開催される

令和５年度収支決算の概要（825千円の赤字）

支出　遊漁券協議会経費負担金　1,750千円増（阿賀野川漁協会員　648名×2,700円）
　　　（当組合の第五種義務放流分の稚魚代に充てるものとして一人当たり2,700円を

　　　　阿賀野川水系遊漁券協議会へ納入）

　総代総数97名の内、本人出席69名、委任状10名、（内代理２名）書面議決３名で、

９議案を審議し、全て承認された。

　任期満了に伴う役員選挙は無投票当選となりました。

通常総代会開催される
令和６年６月23日（日）　五泉市福祉会館

第 65 事 業 年 度

《
就
任
に
当
た
っ
て
》

代
表
理
事
組
合
長

　村

　山

　賢

　二

総代会全景

　
こ
の
度
の
改
選
に
よ
り
、
組
合
長
の
重
責
を
引

き
続
き
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
阿
賀
野
川
の
み
な
ら
ず
、
全
国
の
内
水
面
漁
協

は
過
去
に
例
の
な
い
厳
し
い
時
代
を
む
か
え
て
い

ま
す
。
特
に
、
上
流
域
の
組
合
の
疲
弊
は
予
断
許

さ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
状
況
下

の
中
で
、
ど
う
あ
れ
ば
生
き
残
れ
る
の
か
、
具
体

的
な
具
現
性
の
あ
る
取
組
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

　
皆
様
組
合
員
の
知
恵
お
借
り
し
て
、
全
力
で
こ

の
窮
地
乗
り
切
り
た
い
と
決
意
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
更
な
る
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
、
心
よ
り
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
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／
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／
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／
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／
川
内

　
　
　
　
　
　
　五
十
嵐

　
　
　久
／
三
川

　
　
　
　
　
　
　渡

　辺

　政

　昭
／
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／
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こ
の
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て
総
務
部
長
に
任
命
さ
れ

ま
し
た
遠
山
で
す
。
阿
賀
野
川
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流
、
支
流
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河
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工
事
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び
砂
利
採
取
等
の
同
意
に
係
る
河
川
パ
ト
ロ
ー
ル
を
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施

し
、
工
事
が
適
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
監
視
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
此
度
、
事
業
部
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
、
阿
賀
野
川
漁

協
の
増
殖
事
業
は
様
々
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
組
合
員
の
皆

様
の
知
恵
や
意
見
、
協
力
を
頂
き
な
が
ら
取
組
み
、
一
匹
で

も
多
く
の
増
殖
放
流
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
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こ
の
度
の
新
役
員
会
議
に
於
い
て
、
広
報
委
員
長
に
任
命

さ
れ
ま
し
た
林
野
で
ご
ざ
い
ま
す
。

 

組
合
員
の
皆
様
よ
り
ご
意
見
、
情
報
、
行
事
等
を
盛
り
込

ん
で
年
間
一
度
発
刊
す
る
鱗
河
を
通
じ
て
、
よ
り
正
確
な
情

報
を
お
伝
え
出
来
ま
す
様
、
日
々
努
力
し
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

総
務
部
（
旧
管
理
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員
会
）

※

財
政
・
漁
業
補
償
・
河
川
パ
ト
ロ
ー
ル
・
職
員
指
導
他

事
業
部
（
旧
増
殖
委
員
会
）

※

増
殖
事
業
全
般
・
施
設
管
理
・
加
工
販
売
・
技
能
習
得
他

広
報
委
員
会

※

組
合
広
報
紙
発
行
に
係
る
資
料
収
集
・
編
集
作
業
他

◆
今
年
度
、
よ
り
複
雑
化
す
る
組
合
運
営
に
対
応
す
る
た
め
組

織
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　令和６年度第１回理事会において、「組合費の変更」について協

議されました。ここ数年の組合員の激減や遊漁券販売の不振。更に

補助金カットなど赤字を計上する状況となっていることから、財政

対応について協議しました。

　直近３か年の平均値は、実質110万円ほどの赤字となっており、

今後も厳しい状況が続くことから、７年度より３千円ほどの増額が

必要との結論に達しましたが、「段階的増額するのか、一気に増額

するのか」で理事会の中でもいろんな意見が出ました。今後、新役

員会でも早急に取りまとめ皆様にお諮りしたいと考えております。

　地区の皆様からもご意見を戴きたいと考えておりますので、宜し

くお願いいたします。

　笹堀地区の阿賀野川低水護岸付近に中州があります。川東地区

の主峰菅名岳の伏流水が笹堀地区の阿賀野川に清水として湧いて

いたので、その昔、村松藩のお種川と言われ、鮭の産卵場所とし

て人々の生活に密着した重要な場所でした。

　現在においても笹堀地区の組合で魚道の維持管理、稚魚の放流

を行っております。

　しかし、近年の水害により、中州の上流部が土砂の堆積により

遮断され、中州全体においても土砂の堆積、流木等があり、魚の

移動・遡上時の阻害の要因となっています。この場所は子どもた

ちに自然産卵や稚魚放流等の自然体験を学習する等も行ってお

り、自然の大切さを学ぶ重要な役割を果たしています。

（笹堀地区　代表　石塚　新一）

　令和６年１月に阿賀野川流域４単協共同漁業権の免許更新が行わ

れました。（10年毎）

 大方は、前期同様の更新内容となりましたが、新たに、「新谷川

に友釣り専用区」を設けることになりました。他に遊漁券料金の変

更や女性等への恩典などについて提案いたしましたが理解が得られ

ませんでした。

　共同漁業権とは、一つの漁業権を関係漁協がそれぞれ分割して使

用しているもので、いかなる事業計画も４単協の同意がないと履行

できません。現在中止しているサーモンフイッシングや新谷フイッ

シングパークの中断も河川流域が広範囲にわたり、下流と上流の利

害の一致がなかなか得られないのが主な原因となっています。

　令和６年３月24日（日）阿賀野市百津地区の安野川で地元組合

と百津地区子ども会、安野川地区安全推進協議会の工事関係者で

サケの稚魚約26,000尾を放流しました。また４年後大きくなって

戻って来いよ～！

　新谷川の濁りがまだまだ残る中、故郷を

忘れず遡上し無事産卵を終えたサクラマ

ス。ウライ実績はメス20匹、オス５匹。３

年間の禁漁を終えふ化事業については、ヤ

マメに頼らず遡上したサクラマスのオスに

よる孵化の促進に努めたいと思います。

（事業部長　阿部　信裕）

わ～い、元気に育ってね！

サクラマス調査報告ついて

～安野川サケ稚魚放流～

新
役
員
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長
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野
　
　
　
昇

所

管

範

囲

笹堀地区の取組について 財政維持に組合費の変更を協議（総務部より）

共同漁業権更新と抱える課題

子ども達の健全な成長に情操教育は不可欠!!
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㈲ＭＭ製作所
自動車内外装用品製造

住所／阿賀町細越236番地
TEL0254(99)2841 FAX(99)2862

小 野 里 建 築
小野里　勝　敏

阿賀野市六野瀬13 3 1
TEL 0250-68-4699

新築・増改築等のご相談承ります。
お気軽にお申し付け下さい。

FUJITA・YOKOGOSHI

〠950-0208 新潟市江南区横越中央2-10-8
TEL 025-385-1177

代表　藤田　正明

新築・リフォーム
土木工事・外構工事・解体工事等

ご相談承ります。お気軽にお申し付け下さい。

株式会社 新栄建設
阿賀町谷沢1040番地 TEL0254-99-2618

安心を包み　生活を彩る

阿 賀 野 市 小 松 576
TEL 0250-68-4535

阿賀グリーン
〒959-4605 阿賀町細越665－1
　　　　　TEL(0254)99-2725
　　　　　FAX(0254)99-3557

有限会社

総合造園・緑化工事・施行

一般土木・芝維持管理

渡 辺 建 設
〒959-2217 新潟県阿賀野市新保201番地
TEL(0250)68-1050　FAX(0250)68-5366

株式会社

ひとと人をつなぐ総合建設業

さけ放流状況

編集
後記

～東蒲原とともに 創業七十五年～

株式会社

総合建設業

三川土建
〒959-4606
新 潟 県 東 蒲 原 郡 阿 賀 町 五 十 沢 4023
TEL0254-99-3584　FAX0254-99-3822

㈲ 太 陽 自 動 車
お 車 の こ と な ら

〒959-2221

新潟県阿賀野市保田907

各種自動車販売・整備・板金・塗装
建 設 機 械 修 理 ・ 定 期 点 検

TEL0250-68-3930 FAX0250-68-3931

㈱ 遠 清 商 事
信頼　研鑚　感動信頼　研鑚　感動信頼　研鑚　感動

本　社

新潟営業所

〒959-2221 新潟県阿賀野市保田908
TEL(0250)68-2744  FAX(0250)68-3923
〒950-0141 新潟市江南区亀田工業団地2丁目2528-39-2
TEL(025)385-9188

建設業許可（特-25）第12146号
建設業許可（般-25）第12146号
新潟県運輸局新自貸第83号

産廃収集運搬業 1501033134
産 廃 処 分 業 1521033134

地域と共に
　　　誠心誠意

閑
話
休
題

齋藤左官工業

〒959-2221 新潟県阿賀野市保田4878-11

TEL(0250)68-3166 FAX(0250)68-5020

株式会社

左官工事・タイル工事

代表取締役 齋 藤　正 人

令和６年度第五種放流計画及び実績【アユ】

放流月日
R6.5.22
R6.5.23
R6.5.22
R6.5.23
R6.5.23
R6.5.23
R6.5.23
R6.5.23
R6.5.23
R6.5.23

放　流　場　所
阿賀町新谷、金山橋、新谷橋、古館橋、細越橋、名知阿美橋、
五十沢橋　※山形産アユ90㎏
阿賀町綱木　下綱木大橋、古岐橋　※山形産アユ63㎏
阿賀町上島　上島橋
阿賀町谷沢　尻羽沢橋
阿賀町五十島　耕地橋上流
阿賀町津川、白崎、五十島地先、阿賀野市小浮地先、五泉市笹堀地先
五泉市小面谷　中川原橋、松野橋、新水橋
五泉市暮坪　堰堤の上、春水橋上流
五泉市夏針　観測所

河川名 放流量

※他に繁殖放流分　いわな1,000尾、やまめ1,000尾

新 谷 川

綱 木 川
中ノ沢川
谷 沢 川
五十母川
阿賀野川
早 出 川
杉 川
仙 見 川
合 計

335

63
30
40
40
115
120
70
40
853

㎏

㎏
㎏
㎏
㎏
㎏
㎏
㎏
㎏
㎏

お と り 店
販　売　店 住　所 電話番号

鮎久（五十嵐おとり）

岩谷ふ化場（８月から）

長 谷 川 お と り

阿 賀 町 細 越

阿 賀 町 岩 谷

阿賀町広谷甲

090-1533-9666

0254-99-1031

090-8007-0429

魚  種 義務・自主放流量 放流月日

R6.7.9

R6.4.18

R6.7.16

R6.10上旬

R6.11上旬

R6.8.4

い わ な

や ま め

か じ か

もくずがに

ま ぶ な

にじます

尾

尾

尾

kg

kg

kg

7,965

8,680

1,540

35

63

100

河川名 放流尾数 放流場所 放流月日

153,395

23,765

10,480

77,696

26,450

10,460

253,046

555,292

尾

尾

尾

尾

尾

尾

尾

尾

阿賀野市新保地先、五泉市笹堀地先

阿賀町細越（細越橋下流）

阿賀町五十島地先

五泉市川瀬（太川橋上流）

阿賀野市百津地区（百津橋上流）

阿賀野市沢田地内（南耕大橋下流）

新潟市秋葉区七日町（満願寺閘門下流）

R6.2.20、3.4

R6.2.20 

R6.3.4 

R6.2.20 

R6.3.24 

R6.3.4 

R6.2.17、3.4

阿賀野川

新 谷 川

五十母川

早 出 川

安 野 川

都辺田川

小阿賀野川

合 計

遊漁証販売はこちらで
販　売　店 住　所 電話番号

025-377-1008

025-241-5765

025-243-0232

0250-22-0960

025-271-6776

0254-27-2639

0250-58-6815

0250-42-5471

0250-43-6718

0250-43-1530

0250-62-2717

0250-68-5588

0254-92-7312

0254-99-2620

0254-94-1177

0254-94-5955

050-8884-3760

0242-83-2713

0242-22-0028

0242-29-2153

本間釣具店　黒崎店

上 州 屋 　 新 潟 店

風 間 釣 具 店

高 橋 釣 具 店

ト ビ ヌ ケ 新 潟 店

鈴 木 釣 具 店

藤 井 釣 漁 具 店

せ い の 屋

セブンイレブン五泉論瀬店

セブンイレブン五泉船越店

関 口 釣 具 店

セブンイレブン阿賀野保田店

セブンイレブン阿賀三川店

ヤマザキショップみかわ中嶋店

セブンイレブン下越津川店

ファミリーマート津川平堀店

Fising hut（フイッシングハット）

山 内 釣 具 店

物 井 釣 具 店

上州屋キャンベル会津若松店

新潟市西区山田

新潟市中央区

新潟市中央区

新潟市秋葉区

新 潟 市 東 区

聖 籠 町 蓮 野

五 泉 市 村 松

五 泉 市 論 瀬

五 泉 市 論 瀬

五 泉 市 船 越

阿賀野市北本町

阿賀野市保田

阿 賀 町 石 間

阿 賀 町 白 崎

阿 賀 町 津 川

阿 賀 町 津 川

阿 賀 町 津 川

福島県会津坂下町

福島県会津若松市

福島県会津若松市

　組合員初め関係各位のご協力により、年１度の広報「鱗

河第 18 号」を発刊することが出来ました。県北部を東西

に流れ、農、工、漁、ほか多大な富を齎（もたら）す清

流阿賀野川 !!　自然的な大災害無き事を祈りつつ、皆さんと共に

大切に守り続けましょう。　　　　　　（広報委員長　林野　昇）

阿賀野川砂利採取販売協同組合
代表理事　清　野　耕　治

〒956-0815
新潟市秋葉区新金沢町２１２４番地６
　　TEL　０２５０－２２－１９８５
　　FAX　０２５０－２２－１９７５

製造・販売元 HOKUETSU
北越産業株式会社
〒959-2221 新潟県阿賀野市保田4612-1　TEL0250-68-2423/FAX0250-68-2512
ホームページ公開中 ▶▶  http://hokuetsuline.jp/

ご協賛ありがとうございました。御社のご繁栄をお祈り致します。（阿賀漁協役員一同）

【内訳】組合義務放流425㎏、（内山形産アユ153㎏）、組合自主放流428㎏（中間育成700㎏）
※新谷川（内、三川地区自主放流分70㎏、阿賀町助成分113㎏）　※早出川（内、川内地区自主放流分27㎏）
※他に繁殖放流分60㎏、東蒲原郡漁協放流分（常浪川720㎏）

　
組
合
員
の
減
少
、
高
齢
化
に
よ
る
後
継
者
不
足
な
ど
、
県
内
の
内
水
面
漁
協
を
取
り
巻
く
環
境
は
近
年
に

お
い
て
最
悪
と
言
え
る
。

　
し
か
し
、
組
合
に
緊
迫
し
た
危
機
感
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
組
合
の
役
員
が
、
一
般
の
会
社
と
違
っ

て
運
営
に
絶
対
的
な
責
任
を
負
っ
て
い
な
い
こ
と
に
あ
る
と
思
う
。
こ
の
認
識
の
改
革
も
急
務
だ
が
、
直
接

的
組
合
運
営
を
圧
迫
し
て
い
る
の
は
、
間
違
い
な
く
増
殖
事
業
（
義
務
放
流
等
）
で
あ
る
。

　
こ
の
増
殖
シ
ス
テ
ム
を
製
造
業
に
倣
っ
て
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
化
（
製
造
か
ら
販
売
ま
で
の
一
連
の
流

れ
）
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。
稚
魚
を
生
産
す
る
組
合
を
数
カ
所
に
限
定
し
、
そ
こ
か
ら
各
組
合
は
稚
魚
を
調

達
し
て
放
流
す
る
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
空
い
た
飼
育
池
を
活
用
し
て
、
ブ
ラ
ン
ド
種
な
ど
義
務
放

流
魚
以
外
の
魚
種
を
生
産
し
て
販
売
す
る
ほ
か
、
加
工
品
な
ど
の
開
発
も
行
え
ば
雇
用
の
促
進
も
図
ら
れ
る

だ
ろ
う
。

　
縮
小
し
て
い
く
組
合
同
士
が
、
一
つ
の
チ
ェ
ー
ン
に
結
ば
れ
れ
ば
大
き
な
力
と
な
る
。
こ
の
こ
と
の
実
現

に
は
、
新
た
な
ル
ー
ル
の
制
定
な
ど
幾
つ
か
の
ハ
ー
ド
ル
は
あ
る
が
、
県
内
水
面
連
合
会
が
先
頭
に
立
っ
て

取
り
組
め
ば
実
現
は
可
能
で
あ
る
。

　
個
々
で
あ
っ
た
組
合
同
士
が
、
こ
の
仕
組
み
を
構
築
で
き
れ
ば
、
い
ろ
ん
な
分
野
に
対
応
で
き
内
水
面
漁

業
組
合
の
新
た
な
時
代
を
築
く
こ
と
が
出
来
る
と
思
う
が
。

　
座
し
て
死
を
待
つ
は
、
愚
か
者
の
結
論
。
み
ん
な
で
次
の
時
代
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
、
具
現
的
発
想

を
持
ち
寄
り
た
い
。 

（
寄
稿
・
村
山
理
事
）

内
水
面
漁
業
、
衰
退
を
逆
手
に
取
っ
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で

第
六
十
五
事
業
年
度
通
常
総
代
会
全
議
案
異
議
な
く

承
認
も
、遊
漁
券
販
売
不
振
等
で
若
干
の
マ
イ
ナ
ス
を
計
上
　

役
員
改
選
、
理
事
・
監
事
と
も
無
投
票
で
当
選

ひ
っ
迫
す
る
財
政
対
応
、
組
合
費
の
変
更
を
議
論

五
年
度
サ
ケ
放
流
量
や
や
改
善
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
操
業
者
の
減
少
が
課
題

新
役
員
抱
負
を
語
る

アユの放流　杉川（R6.5.23）

サケの放流　小阿賀野川
新潟市阿賀小学校４年生と（R6.3.4）

サケの放流　早出川　五泉市内
佐藤石材下（R6.2.20）

風情あふれる情景

阿賀今昔物語

“水運華やか往時偲ぶ”

　明治・大正・昭和初期と、物

流の中心は水運であった。

　上流は、只見源流域から津

川湊、新潟材木問屋へと、筏が

果たした役割は計り知れない。

　昭和38年楊川ダムの供用開

始によりその役目終えた。

（写真の位置は定かではない

が、旧三川村地内と思われる）

“大河滔 と々流れる”

　旧三川村の石間地区に、県下第二位の大銀杏が鎮座する。筏下りの

是非は、この銀杏の葉の揺れ具合で判断したと言われる。

（写真は、咲花

温泉対岸の、小

松地区と石間地

区に係る通称「賽

の神峠」付近と

思われる。）

穏やか

筏ながし風景

写真は洪水により平坦になってしまったメイン釣場。再開には、この河川整備と関係漁協の同意がいる。
再開にはまだまだ幾つもの超えるハードルがあるが、諦めないぞ !!

再開が待たれるキャニオンパーク新谷再開が待たれるキャニオンパーク新谷

　阿賀野川漁業協同組合の2023年度末組合員数は648人で10年前に比べ300

人以上も減少しています。この為、組合運営の重要な財源である賦課金収

入もこの10年間で200万円以上減少しており、組合員数の確保と財政の立て

直しが喫緊の課題となっています。

　例に捉われない大胆な取組みを執行部と組合員の皆様とで協働して行く

ことが不可欠であり、漁協の活動を通じて魅力ある阿賀野川水系の恵みを

次世代に繋げて行くことが大切と考えます。

（監事　古石　久志）

国
へ
の
要
望

•

河
川
工
事
を
行
う
際
に
は
、

地
域
住
民
が
川
と
係
わ
り

を
持
っ
て
生
活
を
し
て
い

る
の
で
、
自
然
再
生
や
環

境
整
備
を
配
慮
し
た
工
事

•

安
田
橋
上
流
の
「
渡
場
床

固
め
」
に
魚
道
の
流
量
確

保
に
よ
り
遡
上
が
容
易
に

な
る
よ
う
、
近
代
的
魚
道

の
設
置

•

阿
賀
野
川
の
中
州
に
あ
る

樹
木
が
カ
ワ
ウ
の
棲
み
か

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
引

き
続
き
伐
採
等
の
整
備

新
潟
県
へ
の
要
望

•

早
出
川
ダ
ム
の
夏
期
の
適

正
な
貯
水
量
確
保
と
生
態

系
が
保
持
で
き
る
流
量
の

放
水

•

河
川
工
事
に
お
い
て
、
大

石
を
残
す
な
ど
、
魚
に
や

さ
し
い
環
境
の
整
備

•

農
業
、
集
落
排
水
の
汚
濁

水
流
入
防
止
と
引
き
続
き

処
理
移
設
の
普
及

•

農
業
用
頭
首
工
の
魚
道
整

備
改
善
（
杉
川
、
仙
見
川

は
サ
ク
ラ
マ
ス
の
天
然
遡

上
が
あ
る
た
め
、
頭
首
工

改
修
工
事
の
際
、
魚
道
の

設
置
）

•

安
野
川
の
護
岸
工
事
に
よ

る
川
辺
へ
の
降
り
口
の
設

置

•

新
谷
川
の
砂
防
堰
堤
の
大

量
堆
積
土
砂
の
撤
去

•

共
同
漁
業
権
水
域
に
お
け

る
各
単
協
の
地
先
（
地

区
）
と
所
管
工
事
区
域
の

工
事
許
可
に
係
る
早
急
な

対
応
と
基
本
的
対
策
の
徹

底 河
川
懇
談
会
要
望

＊
令
和
六
年
度
＊

　当組合では、新しい内水面漁業へ転換するため、人材の確保に取り

組んでいます。密漁監視、稚魚放流ボランティア等を募集しています。

連絡先　阿賀野川漁業組合　☎0254-99-1031　℻0254-99-1035

財政の立て直しを急げ
ちょっと

言わせて

組合員・ボランティア活動員募集！

" 一昨年８月の豪雨による被害状況を視察する組合役員面々 "

元気なアユ


